
西洋靴が江戸時代末期の1860年代に日本に
もたらされた当初、革で足を包む得体の知れ
ない履物は、西洋草履や革足袋と称された。
明治時代になり洋装が広まったが、足を包ま
ぬ開放型履物の下駄・草履になじんだ甲高幅
広足の日本人は当初、閉塞型履物の靴を「窮
屈袋」あるいは「きう靴」と揶揄したという。

当時の多くの庶民にとって、初めての靴＝
軍靴だった。にわかに洋式軍隊に召集され、
足型がまったく異なるフランスやイギリス製
の軍靴をあてがわれ、靴擦れや頭痛腰痛に苦
しめられた。やがて輸入軍靴は廃棄処分にな
り、国産軍靴の製造が始まる。そして、西南
戦争、日清戦争、日露戦争から第一次世界大
戦まで、庶民は日常生活では無縁の靴を履か
されて戦場に赴く。その間、軍靴の製造技術
は上がっていくが、足合わせへの関心、工夫
はほぼ皆無。自分の正確な足サイズなど知る
すべもない兵士にサイズを自己申告させ、簡
単な確認をして、少し大きめサイズをあてが
う。足幅や甲高は無視され、靴に足を合わせ
る工夫を強いられた。結果、靴を履けば靴擦
れや豆が出来ることが常態化する。やむなく
多くの兵士が戦場に草

わ ら じ

鞋を持っていくことを
望み、時に軍もそれを黙認している。

明治の文豪・森鴎外は、帝国陸軍軍医・森
林太郎としてドイツに留学し、後に最高位の
軍医総監にまで出世した進取の人だった。帰
国後の1889年に、不具合な靴を履くことの弊
害や足の故障について、また、平時の日本人
にとって下駄・草履が合理的な履物であるこ
となどを医学誌「衛生新誌」に発表している。
1904年の日露戦争時には、兵士の装備品とし

て草鞋を携帯させることを進言している。さ
らに軍医総監時代の1909年、陸軍各部に配布
された冊子「足と靴」には、靴職人は足の構
造や機能より木型優先の靴製造に囚われてい
ることや足の故障についての研究発表がなさ
れている。ただし、靴づくりや兵士の足の健
康にどこまで反映したかは不明だ。

一方で、帝国陸軍のトップであり時代の英
雄でもあった乃木希典将軍が大佐時代の1882
年、軍人はいざという時に素早く靴を履かな
くてはならないという理由で左右同型の軍
靴・長靴を作らせたという。兵士の苦情、故
障の多さにさすがに普及はしなかったようだ
が、和の履物文化の国では、靴への不理解あ
るいはフィッティングの軽視は、軍隊のみな
らず一般社会でも根強いものがあった。
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